
「
青
い
鳥
」
の
歌う
た　
　

若わ
か

月つ
き

紫し

蘭ら
ん

作さ
く

詞し

ポ
ー
ポ
ポ
ー
ポ
青
い
鳥

し
あ
わ
せ
の
鳥
幸こ
う

福ふ
く

の
鳥

青
い
鳥
は
ど
こ
に
い
る

チ
ル
チ
ル
ミ
チ
ル
の
兄き
ょ
う
だ
い妹は

青
い
鳥
さ
が
し
の
旅た
び

に
出
る

ポ
ー
ポ
ポ
ー
ポ
夢ゆ
め

の
旅た
び

に
出
る

ポ
ー
ポ
ポ
ー
ポ
青
い
鳥

幸こ
う
ふ
く福
の
鳥
し
あ
わ
せ
の
鳥

チ
ル
チ
ル
ミ
チ
ル
の
さ
が
し
て
る

青
い
鳥
は
ど
こ
に
い
た

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
の
旅た
び

か
ら
帰か
え

り
ゃ

ポ
ー
ポ
ポ
ー
ポ
青
い
鳥
は
う
ち
に
い
る

（
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
作　

若
月
紫
蘭
訳
『
青
い
鳥
』（
岩
波
少
年
文
庫
）
よ
り
）

　

最さ
い

後ご

に
こ
の
訳や
く

書し
よ

に
つ
い
て
つ
け
加く
わ

え
て
置お

か
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
は
、
わ
た
し
は
作さ
く

者し
や

メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
が

ノ
ー
ベ
ル
賞し
よ
うを
も
ら
っ
た
と
お
な
じ
一
九
一
三
年
の
、

四
月
二
十
一
日
に
、
こ
の
劇げ
き

を
日
本
に
お
い
て
日
本
語ご

に
翻ほ
ん

訳や
く

し
発は
つ

行こ
う

す
る
権け
ん

利り

を
、作さ
く

者し
や

か
ら
ゆ
ず
り
受う

け
、

「
昭し
よ
う
わ和
三
年
五
月
四
日
第だ
い

二
二
七
三
号ご
う

の
一
登と
う

録ろ
く

済ず
み

」

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

本ほ
ん

訳や
く

の
最さ
い

初し
よ

の
台だ
い

本ほ
ん

は
、メ
ス
ー
エ
ン
社し
や

発は
つ

行こ
う

、マ
ッ

ト
オ
訳や
く

英え
い

語ご

版ば
ん

第だ
い

二
十
九
版は
ん

で
し
た
が
、
あ
と
で
そ
の

台だ
い

本ほ
ん

を
仏ふ
つ

語ご

本ぼ
ん

と
く
ら
べ
て
見
る
と
、
大だ
い

分ぶ

ち
が
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
ご
、
仏ふ
つ

語ご

本ぼ
ん

シ
ャ
ル
パ
ン

チ
ェ
ー
社し
ゃ

三
十
三
版ば
ん

と
対た
い

比ひ

し
て
訳や
く

し
直な
お

し
、
今
ま
た

改か
い

訳や
く

し
た
の
が
第だ
い

六
回か
い

目め

改か
い
や
く訳
の
こ
の
訳や
く

本ほ
ん

で
す
。

（
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
作　

若
月
紫
蘭
訳
『
青
い
鳥
』（
岩
波
少
年
文
庫
）「
訳
者

の
こ
と
ば
」
よ
り
）

明
治
12（
一
八
七
九
）年	

	

2
月
10
日
、
山
口
県
佐
波
郡
西
ノ
浦
（
現
・
防
府
市
西
浦
）
に
生
ま
れ
る
。

明
治
36（
一
九
〇
三
）年	

二
四
歳	

7
月
、
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
を
卒
業
。

明
治
43（
一
九
一
〇
）年	

三
一
歳	

2
月
、『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
短
篇
傑
作
集
』（
若
月
紫
蘭
訳
）
を
刊
行
。
8
月
、『
新
ア
ラ
ビ
ヤ

物
語
』（
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
作
◇
若
月
紫
蘭
・
帆
引
徹
巖
訳
）
を
刊
行
。

明
治
44（
一
九
一
一
）年	

三
二
歳	

6
月
・
12
月
、『
東
京
年
中
行
事
』
上
下
巻
を
刊
行
。

大
正
2（
一
九
一
三
）年	

三
四
歳	

4
月
21
日
、「
青
い
鳥
」
の
日
本
語
翻
訳
発
行
権
を
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
か
ら
直
接
譲
り
受
け
る
。
6
月
、

戯
曲
『
サ
ロ
メ
』（
ワ
イ
ル
ド
作
◇
若
月
紫
蘭
訳
）
を
刊
行
。
12
月
、童
話
劇
『
青
い
鳥
』
上
下
巻
（
メ
ー

テ
ル
リ
ン
ク
作
◇
若
月
紫
蘭
訳
）
を
英
語
版
よ
り
訳
出
し
て
刊
行
。

大
正
3（
一
九
一
四
）年	

三
五
歳	

6
月
、『
四
人
叢
書　

生
活
の
朝
』（
若
月
紫
蘭
脚
本
ほ
か
）
を
刊
行
。

大
正
4（
一
九
一
五
）年	

三
六
歳	

4
月
、
童
話
劇
『
青
い
鳥
』（
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
作
◇
若
月
紫
蘭
訳
）
を
仏
語
版
よ
り
訳
出
し
て
刊
行
。

大
正
7（
一
九
一
八
）年	

三
九
歳	

7
月
、『
田
中
中
将
青
年
修
養
談
』
を
編
集
刊
行
。

大
正
10（
一
九
二
一
）年	

四
二
歳	

6
月
、
戯
曲
集
『
滅
び
行
く
家
』
を
刊
行
。
8
月
、
演
劇
雑
誌
『
人
と
芸
術
』
創
刊
。
月
刊
誌
、
不

定
期
刊
で
継
続
し
て
昭
和
6
年
（
一
九
三
一
）
ま
で
刊
行
し
た
。
10
月
、『
ヴ
ィ
カ
ー
物
語
』（
ゴ
ー

ル
ド
ス
ミ
ス
作
◇
若
月
紫
蘭
訳
註
）
を
刊
行
。

大
正
11（
一
九
二
二
）年	

四
三
歳	

2
月
、
戯
曲
「
石
田
光
成
の
死
」（『
早
稲
田
文
学
』）
を
発
表
。
5
月
、
戯
曲
集
『
石
田
光
成
の
死
』

を
刊
行
。
11
月
、
新
劇
研
究
所
設
立
（
若
月
紫
蘭
経
営
・
東
儀
鉄
笛
所
長
。
昭
和
6
年
ま
で
経
営
。）

大
正
13（
一
九
二
四
）年	

四
五
歳	

4
月
、
評
論
『
政
治
家
の
犯
罪
』
を
刊
行
。

昭
和
3（
一
九
二
八
）年	

四
九
歳	

4
月
、『
詳
註
全
訳
近
松
傑
作
集
』
全
三
巻
刊
行
開
始
。（
昭
和
5
年
5
月
刊
行
終
了
。）

昭
和
4（
一
九
二
九
）年	

五
〇
歳	

6
月
、
童
話
劇
『
青
い
鳥
』（
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
作
◇
若
月
紫
蘭
訳
）
を
「
岩
波
文
庫
」
よ
り
刊
行
。

昭
和
5（
一
九
三
〇
）年	

五
一
歳	

4
月
、
句
歌
集
『
銀
鐘
』
を
刊
行
。

昭
和
9（
一
九
三
四
）年	

五
五
歳	

6
月
、『
全
訳
近
松
浄
瑠
璃
選
』『
近
松
人
形
浄
瑠
璃
の
研
究
』
を
刊
行
。

昭
和
13（
一
九
三
八
）年	

五
九
歳	

3
月
、『
古
浄
瑠
璃
の
新
研
究
』
全
三
巻
刊
行
開
始
。（
昭
和
15
年
5
月
刊
行
終
了
。）『
十
二
段
草
子

の
研
究
』
を
刊
行
。　

昭
和
15（
一
九
四
〇
）年	

六
一
歳	

8
月
、「
松
平
大
和
守
日
記
」（
観
劇
日
記
）
を
発
見
。
演
劇
史
研
究
に
大
い
に
利
益
を
得
る
。

昭
和
16（
一
九
四
一
）年	

六
二
歳	

6
月
、『
人
形
浄
瑠
璃
三
百
年
史
』
を
刊
行
。
7
月
、『
操
浄
瑠
璃
年
表
と
諸
文
庫
目
録
』
を
編
集
刊
行
。

昭
和
17（
一
九
四
二
）年	

六
三
歳	

4
月
、
歌
集
『
新
な
る
黎
明
』
を
刊
行
。

昭
和
18（
一
九
四
三
）年	

六
四
歳	

4
月
、『
人
形
浄
瑠
璃
史
研
究
―
人
形
浄
瑠
璃
三
百
年
史
―
』
を
刊
行
。
6
月
、
文
部
省
諸
学
振
興
会

芸
術
学
会
に
お
い
て
『
松
平
大
和
守
日
記
』
に
関
す
る
講
演
を
行
う
。
7
月
、
句
集
『
春
の
影
』
を

刊
行
。
12
月
、『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
全
四
巻
刊
行
開
始
。
昭
和
19
年
（
一
九
四
四
）
11
月
刊
行
終
了
。

昭
和
19（
一
九
四
四
）年	

六
五
歳	

4
月
、
俳
諧
紀
行
『
心
の
旅
』
を
刊
行
。
5
月
、『
人
形
浄
瑠
璃
史
研
究
―
人
形
浄
瑠
璃
三
百
年
史
―
』

で
前
年
度
の
最
優
良
研
究
書
と
し
て
国
民
学
術
協
会
よ
り
推
薦
表
彰
さ
れ
る
。
10
月
、『
近
世
初
期
国

劇
の
研
究
』
を
刊
行
し
、「
松
平
大
和
守
日
記
」（
観
劇
日
記
）
を
翻
刻
紹
介
し
た
。

昭
和
26（
一
九
五
一
）年	

七
二
歳	

4
月
、『
近
松
浄
瑠
璃
の
本
質
と
綜
合
美
的
研
究
』
を
謄
写
版
刷
で
刊
行
。
10
月
、
童
話
劇
『
青
い
鳥
』

（
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
作
◇
若
月
紫
蘭
訳
）
第
六
回
目
の
改
訳
を
し
て
「
岩
波
少
年
文
庫
」
よ
り
刊
行
。

昭
和
29（
一
九
五
四
）年	

七
五
歳	

8
月
26
日
、
日
本
演
劇
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。
10
月
、『
元
祿
歌
舞
伎
と
近
松
研
究
』
を
刊
行
。

昭
和
32（
一
九
五
七
）年	

七
八
歳	

6
月
、『
近
松
芸
術
と
元
祿
歌
舞
伎
』
を
刊
行
。

昭
和
37（
一
九
六
二
）年	

八
三
歳	

7
月
22
日
、
東
京
に
没
す
。
享
年
83
歳
。

《
没
後
》

昭
和
38（
一
九
六
三
）年	

	

10
月
、
妻
・
乙
女
の
手
で
、
遺
詠
集
（
句
歌
集
）『
影
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

（
提
供
・
森
川
信
夫
）

若
月
紫
蘭

的
な
活
動
を
し
て
い
る
。『
人
形
浄
瑠
璃
史
研
究
』
は
、昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

五
月
、前
年
度
の
最
優
良
研
究
書
と
し
て
、国
民
学
術
協
会
よ
り
推
薦
表
彰
さ
れ
た
。

　

紫
蘭
は
ま
た
、
学
生
時
代
か
ら
俳
句
・
短
歌
も
能
く
し
て
い
た
。
句
作
は
旧
制

山
口
高
校
時
代
に
笹
川
臨
風
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
東
大
に
入
学
し
て
か
ら
は
筑

波
会
に
加
わ
り
大
野
洒
竹
・
沼
波
瓊
音
に
師
事
し
て
い
る
。
句
歌
集
『
銀
鐘
』（
昭

和
五
年
）、
歌
集
『
新
な
る
黎
明
』（
昭
和
十
七
年
）、
句
集
『
春
の
影
』（
昭
和

十
八
年
）、
俳
諧
紀
行
『
心
の
旅
』（
昭
和
十
九
年
）
な
ど
を
残
し
て
い
る
。　

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
の
東
京
大
空
襲
で
家
を
焼
か
れ
た
紫
蘭
は
、

こ
の
年
の
十
一
月
に
防
府
へ
帰
り
、
十
数
年
間
を
郷
里
に
暮
ら
し
た
。
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
か
ら
多
々
良
学
園
高
校
で
英
語
・
国
語
を
教
え
、

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
十
月
か
ら
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の
夏
ま
で
、

山
口
大
学
文
理
学
部
国
文
科
非
常
勤
講
師
と
し
て
浄
瑠
璃
文
学
史
・
日
本
戯
曲
史
・

近
松
等
を
講
じ
て
い
る
。　

　

そ
の
間
、『
近
松
浄
瑠
璃
の
本
質
と

綜
合
美
的
研
究
』（
昭
和
二
十
六
年
）、

『
元
祿
歌
舞
伎
と
近
松
研
究
』（
昭
和

二
十
九
年
）、『
近
松
芸
術
と
元
祿
歌

舞
伎
』（
昭
和
三
十
二
年
）
な
ど
を
刊

行
し
た
。昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）

八
月
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
優
れ
た

研
究
業
績
に
対
し
、
日
本
演
劇
協
会

か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

　

数
多
く
の
著
作
や
多
大
な
業
績
を

残
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
晩
年
は

不
遇
な
生
活
を
送
っ
た
。
昭
和

三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
九
月
再
び

上
京
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

七
月
二
十
二
日
、
老
衰
の
た
め

八
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。

　

没
後
の
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
十
月
、
妻
・
乙
女
の
手

で
、
遺
詠
集
（
句
歌
集
）『
影
』
が
刊

行
さ
れ
た
。�

（
文
・
森
川
信
夫
）

　

翻
訳
家
・
劇
作
家
・
演
劇
研
究
家
・
俳
人
な
ど
と
し
て
多
く
の
業
績

を
残
し
た
若
月
紫
蘭
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
二
月
十
日
、
山

口
県
佐
波
郡
西
ノ
浦
（
現
・
防
府
市
西
浦
）
に
生
ま
れ
た
。
本
名
・
若

月
保
治
（
旧
姓
・
藤
本
）。
父
・
若
月
他
人
（
旧
姓
・
藤
本
）
は
、
明
治

四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月
十
二
日
か
ら
の
約
一
年
間
、
西
浦
村
の

助
役
を
務
め
て
い
る
。

　

西
浦
小
学
校
、
周
陽
学
舎
（
現
・
防
府
高
校
）、
山
口
中
学
（
現
・
山

口
高
校
）、山
口
高
等
学
校（
旧
制
）を
経
て
、明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）

七
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
科
を
卒
業
。
東
大
で
は
小
泉
八

雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）、
夏
目
漱
石
の
教
え
を
受
け
、
こ
の
二

人
に
よ
り
文
学
の
眼
を
開
い
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
、
後
に
紫
蘭
は
書
い

て
い
る
。

　

東
大
在
学
中
の
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
田
中
義
一
の
姪
・
乙

女
と
結
婚
。

　

漱
石
の
紹
介
に
よ
り
、
淡
路
島
洲
本
や
石
川
県
小
松
及
び
七
尾
で
中

学
の
英
語
教
員
と
し
て
勤
め
た
後
、明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
、

中
内
蝶
二
ら
に
招
か
れ
万
朝
報
に
入
社
、
記
者
と
し
て
文
芸
や
科
学
な

ど
の
分
野
を
担
当
し
た
。
同
年
四
月
か
ら
は
東
京
の
錦
城
中
学
で
教
鞭

も
と
り
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
ま
で
兼
職
生
活
を
続
け
た
。

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
『
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
短

篇
傑
作
集
』
や
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
『
新
ア
ラ
ビ
ヤ
物
語
』
な
ど
を
翻

訳
刊
行
、
同
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）『
東
京
年
中
行
事
』
上
下
巻
を
出

版
し
て
い
る
。

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
二
十
一
日
、
紫
蘭
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
受
賞
作
家
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
か
ら
、
童
話
劇
『
青
い
鳥
』
の
日
本
語

翻
訳
発
行
権
を
、
直
接
譲
り
受
け
た
。
同
年
十
二
月
英
語
版
よ
り
訳
し

て
現
代
社
か
ら
出
版
、
さ
ら
に
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
フ
ラ
ン

ス
語
版
よ
り
訳
出
し
て
植
竹
書
院
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。

　

他
に
も
『
サ
ロ
メ
』（
大
正
二
年
）、『
ヴ
ィ
カ
ー
物
語
』（
大
正
十
五
年
）

な
ど
の
翻
訳
を
手
が
け
た
。

　

ま
た
戯
曲
・
劇
評
を
『
帝
国
文
学
』
な
ど
に
発
表
、
理
想
主
義
的
な

作
者
の
思
想
を
示
す
戯
曲
集
『
滅
び
行
く
家
』（
大
正
十
年
）、『
石
田
三

成
の
死
』（
大
正
十
一
年
）
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
八
月
に
演
劇
雑
誌
『
人
と
芸
術
』
を
創
刊
。

翌
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
錦
城
中
学
を
退
職
、
八
月
に
は
万
朝
報

も
辞
し
て
、
十
一
月
に
東
儀
鉄
笛
を
所
長
と
す
る
新
劇
研
究
所
を
設
立
、

紫
蘭
自
ら
経
営
に
当
た
り
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
ま
で
研
究
生
の

育
成
を
続
け
た
。

　

紫
蘭
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
頃
か
ら
国
文
学
研
究
を
開
始
、

次
第
に
近
松
や
古
浄
瑠
璃
の
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
千
代

田
女
子
専
門
学
校
・
日
本
大
学
・
東
洋
大
学
・
帝
国
女
子
専
門
学
校
な

ど
で
講
じ
な
が
ら
、『
詳
註
全
訳
近
松
傑
作
集
』
全
三
巻
（
昭
和
三
年
～

五
年
）、『
近
松
人
形
浄
瑠
璃
の
研
究
』（
昭
和
九
年
）、『
十
二
段
草
子
の

研
究
』（
昭
和
十
三
年
）、『
古
浄
瑠
璃
の
新
研
究
』
全
三
巻
（
昭
和
十
三

年
～
十
五
年
）、『
操
浄
瑠
璃
年
表
と
諸
文
庫
目
録
』（
昭
和
十
六
年
）、『
人

形
浄
瑠
璃
三
百
年
史
』（
昭
和
十
六
年
）、『
人
形
浄
瑠
璃
史
研
究
』（
昭

和
十
八
年
）
な
ど
を
著
し
、
さ
ら
に
『
近
世
初
期
国
劇
の
研
究
』（
昭
和

十
九
年
）
に
お
い
て
新
発
見
資
料
「
松
平
大
和
守
日
記
」（
昭
和
十
五
年

に
発
見
）
の
中
の
観
劇
日
記
を
翻
刻
紹
介
す
る
な
ど
、
す
ぐ
れ
て
精
力

翻
訳
・
評
論

若わ

か

月つ

き

紫し

蘭ら

ん

防府市

（1879～1962）

【
著
作
】　

『
東
京
年
中
行
事
』
上
下
巻
（
明
治
44
・
春
陽
堂
）

翻
訳
『
青
い
鳥
』
上
下
巻
（
大
正
2
・
現
代
社
）

『
近
世
初
期
国
劇
の
研
究
』（
昭
和
19
・
青
磁
社
）
ほ
か

原作者メーテルリンクから届いた
翻訳発行承諾書（若月紫蘭訳『青
い鳥』大正 2 年・現代社版に掲載）

若月紫蘭夫妻（昭和 31 年朝日新聞に掲載）

年
譜

若
月
紫
蘭

（
昭
和
31
年
2
月
8
日
、
朝
日
新
聞
に
掲
載
）

162163


